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５
月
７
日
、
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡 

議
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

本
会
は
子
ど
も
会
組
織
の
拡
充
並
び
に 

そ
の
活
動
を
促
進
し
、
子
ど
も
の
健
全
育

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

総
会
で
は
令
和
２
年
度
事
業
報
告
や
決 

算
、
令
和
３
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
、

新
役
員
等
の
全
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

★
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
Ｊ
・
Ｌ
及
び
高
校
生
ク
ラ
ブ

等
交
流
大
会
（
種
子
島
） 

【
期
日
未
定
】 

★
地
区
子
ど
も
会
大
会
、
指
導
者
・
育
成
者

研
修
会 

【
日
置
市
11

月
27

日
】 

等 

い
も
こ
じ 

 

⑴ 令和３年８月１日 いもこじ第４8 号       日置地区社会教育振興会 

 
 

５
月
７
日
、
日
置
地 

区
社
会
教
育
振
興
会

理
事
会
を
開
催
し
、

５
月

25

日
の
総
会

に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
本
県
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
が
急
速
に 

拡
大
し
て
き
た
た
め
、
理
事
会
メ
ン
バ
ー

で
再
度
対
応
を
協
議
し
ま
し
た
。
そ
し
て

最
終
的
に
会
長
（
田
畑
誠
一
市
長
）
の
判
断

を
仰
ぎ
、
総
会
は
昨
年
に
引
き
続
き
書
面

議
決
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

社
会
教
育
関
係
団
体
や
、
学
校
、
福
祉
等

の
会
員
31
名
に
「
書
面
表
決
書
」
を
送
付

し
、
６
月
７
日
ま
で
に
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
令
和
２
年
度
事
業
報

告
や
決
算
、
令
和
３
年
度
事
業
計
画
案
、
予

算
案
、
新
役
員
等
の
全
て
の
議
案
が
全
員

一
致
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

連
携
に
よ
る
推
進
力
、
組
織
力
の
向
上
へ 

◎
「
い
も
こ
じ
」
の
発
行
（
８
・
12
・
３
月
） 

 

今
年
度
、
第
50

号
記
念
号
発
行 

      

 
 

 
 

千
古
く
し
ふ
る
冠
の
…
そ
の
名
も
ゆ

か
し
冠
小 

 

令
和
３
年
３
月
31
日
、
こ
の
校
歌
の
冠

岳
小
学
校
は
閉
校
し
、
１
４
２
年
の
歴
史

に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
昭
和
53
年
私
は

こ
の
学
校
に
教
員
２
校
目
と
し
て
赴
任
し

ま
し
た
。
霊
峰
冠
岳
の
山
懐
に
あ
り
、
門

に
は
大
き
な
ソ
テ
ツ
、
石
塀
の
間
の
石
の

階
段
か
ら
見
上
げ
る
そ
の
た
た
ず
ま
い
に

は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
眼
前
の
大
平
山
を

貫
き
新
幹
線
が
開
通
す
る
ら
し
い
と
い
う

話
か
ら
34
年
目
つ
い
に
実
現
し
ま
し
た
。 

初
任
校
３
年
間
は
、
無
我
夢
中
で
し
た
。

教
師
と
し
て
の
道
筋
が
、
こ
の
学
校
で
は

っ
き
り
と
し
て
き
ま
し
た
。
毅
然
と
し
た

校
長
に
学
び
、
思
慮
深
い
教
頭
の
指
導
を

受
け
、
25
歳
の
若
僧
を
温
か
く
見
守
っ
て

い
た
だ
い
た
同
僚
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
、
「
国
語
を
語
る
会
」
の
先
輩
な
ど
、

様
々
な
方
に
示
唆
を
い
た
だ
き
、
あ
る
べ

き
教
師
像
を
目
指
し
ま
し
た
。「
泣
こ
か
い

飛
ぼ
か
い
、
泣
こ
よ
っ
か
ひ
っ
飛
べ
」
の

精
神
で
、
何
で
も
挑
戦
し
た
冠
岳
小
時
代

の
こ
と
は
、
今
で
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
35
年
後
無
事
に 

退
職
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

校
歌
の
３
番
は
、
熱
き 

血
潮
に
幸
や
あ
れ 

 

で
終
わ
り
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
「
冠
岳
小
」 

 

日和下駄 

十
島
村
教
育
委
員
会 

教
育
長 

有
村 

孝
一 

令
和
３
年
度
新
役
員
（
敬
称
略
） 

会 

長 

田
畑 

誠
一 

 
 

 
 

 
 

（
い
ち
き
串
木
野
市
長
） 

副
会
長 

新
留 

克
郎 

 
 

 
 

 
 

（
鹿
児
島
教
育
事
務
所
長
） 

副
会
長 

中
木
屋 

豊 

（
地
区
社
会
教
育
委
員 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

連
絡
協
議
会
長
） 

監 

事 

黒
木 

隆
之 

（
い
ち
き
串
木
野
市 

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
長
） 

監 

事 

相
良 

一
洋 

 
 

 
 
 
 
 

（
い
ち
き
串
木
野
市
教
育
長
） 

監 

事 

下
脇 

徹 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

（
伊
作
小
学
校
長
） 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
増
加
！

対

応

に

苦

心 

地
区
社
会
教
育
振
興
会
総
会 

  

決 

 

理事会の様子 

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！ 

子
ど
も
会
活
動
を
支
援
し
ま
す 

 

                                                                                

月 日 曜 行     事     名 

６ 
11 金 

鹿児島地区社会教育委員及び社会教育担当者等研修会 
(兼 鹿児島地区人権教育ブロック別指導者研修会)【延期】  

22 火 日置地区地域女性団体連絡協議会研修会【中止】 

７ 
３ 土 日置地区ＰＴＡ正副会長等研修会≪日置市≫ 

７ 水 
鹿児島地域文化財保護審議会委員及び文化財行政担当者
等研修会（鹿児島市）【中止】 

８ 24 火 
日置地区ふるさとを興す保健･福祉学習大会及び組織･ 
教育･食料･環境学習大会≪日置市≫ 

10 15 金 日置地区公民館経営研究会≪いちき串木野市≫ 

11 17 水 日置地区文化財担当者等研修会≪未定≫ 

12 ４ 土 県ＰＴＡ活動研究委嘱公開≪いちき串木野市≫ 

２ ５ 土 日置地区生涯学習推進大会≪いちき串木野市≫ 

  

令
和
３
年
度
子
ど
も
会
役
員
（
敬
称
略
） 

会 
長 
松
尾 

四
男
（
日
置
市
） 

副
会
長 
松
下 

良
照
（
い
ち
き
串
木
野
市
） 

副
会
長 

長
濵 
義
人
（
三
島
村
） 

監 

事 

藤
崎 
秀
雄
（
い
ち
き
串
木
野
市
） 

監 

事 

下
野 

照
男
（
日
置
市
） 

 
 
 

令
和
３
年
度 

社
会
教
育
関
係
行
事
計
画 

 

 

冠

岳

賛

歌 
 

今
年
も 

書
面
議
決 



 

伊
集
院
地
域
女
性
連
絡
協
議
会
で
は
、

地
域
に
根
差
し
た
社
会
貢
献
活
動
を
日
々

実
践
し
て
い
ま
す
。 

 

５
年
前
か
ら
は
、
食
品
ロ
ス
削
減
運
動

の
一
環
と
し
て
、「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
を

始
め
ま
し
た
。 

 
 

         

 

家
庭
や
企
業
で
余
っ
た
「
食
品
」
を
捨
て

る
の
は
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
気
持
ち

を
皆
さ
ん
に
広
げ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
家
庭
で
余
っ
た
食
品
や
、

使
わ
な
い
食
品
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め

に
、
伊
集
院
地
域
各
種
女
性
団
体
連
合
会

（
12
団
体
）
に
も
呼
び
か
け
て
、「
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
」
の
取
組
が
広
が
り
ま
し
た
。 

み
ん
な
を
笑
顔
に
す
る
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」 

年
３
回
、
代
表
者
会
で
呼
び
か
け
を
し
、

随
時
収
集
を
し
て
い
ま
す
。
女
性
大
会
の

開
催
で
は
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
米
や
缶
詰

な
ど
の
食
品
を
手
に
持
っ
て
参
加
し
、
た

く
さ
ん
の
食
品
が
集
ま
り
ま
す
。
集
ま
っ 
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た
食
品
は
福
祉
課 

や
子
ど
も
支
援
セ 

ン
タ
ー
な
ど
行
政 

機
関
と
連
携
し
て
、 

食
品
を
必
要
と
す 

る
人
た
ち
に
届
け 

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
食
堂   

ま
た
、
４
年
前 

か
ら
は
日
置
市
中
央
公
民
館
で
、
「
伊
集

院
子
ど
も
ふ
れ
愛
食
堂
」
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
第
２

日
曜
日
の
11
時
半
か
ら
の
実
施
で
お
弁

当
を
配
布
・
販
売
し
て
い
ま
す
。 

 

女
性
連
も
食
材
の
提
供
や
広
報
活
動
、 

イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
等
を
し
て
い
ま
す
。

お
弁
当
は
、
子
ど
も
は
無
料
（
高
校
生
ま

で
）
、
大
人
は
３
０
０
円
で
す
。
お
弁
当
と

一
緒
に
、
子
ど
も
食
堂
に
寄
付
や
提
供
の

あ
っ
た
野
菜
や
麺
類
、
お
菓
子
な
ど
も
配

っ
て
い
ま
す
。
受
け
取
っ
た
子
ど
も
さ
ん

た
ち
に
は
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
の

笑
顔
に
救
わ
れ
た
思
い
が
し
ま
す
。 

 

一
月
三
十
日
（
土
）
、
三
島
片
泊
学
園
Ｐ

Ｔ
Ａ
は
枕
崎
市
の 

桜
山
中
学
校
・
別 

府
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ 

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で 

活
動
の
活
性
化
に 

向
け
た
意
見
交
換 

を
行
い
ま
し
た
。 

片
泊
と
枕
崎
市 

は
、
明
治
二
十
八
年
に
、
台
風
で
遭
難
し
た

枕
崎
の
漁
民
を
黒
島
の
住
民
が
救
助
し
、
犠

牲
者
を
弔
っ
た
「
黒
島
流
れ
」
が
縁
で
、
交
流

が
始
ま
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
学
校
に
お
け
る
交
流
は
、

三
島
村
の
小
中
学
生
が
修
学
旅
行
で
枕
崎

市
の
学
校
を
、
枕
崎
市
の
小
中
学
生
が
「
枕

崎
少
年
の
船
」
事
業
で
黒
島
を
訪
問
す
る

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
交
流
が
中
心
で
し

た
。
今
回
初
め
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
交
流
が
企
画

さ
れ
、
お
互
い
の
活
動
の
紹
介
や
課
題
に

対
す
る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

会
員
数
が
少
な
く
、
ま
た
地
理
的
に
他

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
交
流
す
る
機
会
が
あ
ま
り
な

い
片
泊
学
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
と
っ
て
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
を
活
用
し
交
流
す
る
こ
と
で
、
自

分
た
ち
の
活
動
を
振
り
返
っ
た
り
、
課
題

解
決
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
り
す
る
な
ど
大
変

有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
し

た
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
は
、
今
回
得
た
情
報
を
今

後
の
活
動
に
生
か
し
、
更
に
充
実
さ
せ
た

い
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

東
市
来
地
域
学
生
会
は
、
東
市
来
町
出

身
の
高
校
生
２
７
４
人
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
学
生
会
は
、
地
域
の
活
性
化
に
寄

与
し
立
派
な
社
会
人
に
な
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
結
成
か
ら
今
年
で
44
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。 

例
年
は
地
域
運
動
会
に
お
い
て
、
地
域

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
応
援
団
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
地
域
運
動
会
が
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
学
生
・
保
護
者
の
方
々
に
と
っ
て
、

応
援
団
活
動
は
と
て
も
思
い
出
に
残
る
活

動
で
あ
り
、
応
援
団
活
動
が
実
施
で
き
な

い
の
は
非
常
に
残
念
で
し
た
。 

地
域
の
清
掃
活
動
に
汗
！ 

そ
こ
で
、
応
援
団
活
動
の
代
わ
り
の
行

事
と
し
て
、
２
月
11
日
に
駅
や
地
域
の
清

掃
活
動
を
学
生
会
と
保
護
者
と
共
に
行
い

ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生
は
、
久
し
ぶ
り

に
会
う
友
達
や
同
じ
高
校
の
友
達
と
地
域

貢
献
活
動
を
通
じ
て
楽
し
く
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

最
近
は
、
コ
ロ 

ナ
禍
に
よ
り
十
分 

な
活
動
が
で
き
な 

い
状
況
に
あ
り
ま 

す
が
、
今
後
も
地 

域
貢
献
や
学
生
の 

健
全
育
成
に
努
め 

て
い
き
た
い
と
思 

い
ま
す
。 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
枕
崎
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
交
流 

～
三
島
片
泊
学
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
～ 

 

日
置
市
教
育
委
員
会 

 

「女性大会」で集まったフードドライブの食品 
 

 

湯之元駅の清掃 

オンライン開催の
様子 

 

交流の様子 

 

 

い
つ
も
と
は
違
う
東
市
来
地
域
学
生
会 

 

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」 

で
み
ん
な
が
笑
顔
に 

 

伊
集
院
地
域 

女
性
連
絡
協
議
会 

日
本
で
は
、
毎
年
１
、
７
０
０
万
ｔ
の

食
品
が
廃
棄
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
手
つ
か

ず
の
食
品
が

22
％
も
含
ま
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
内
の

４
分
の
１
は
賞
味
期
限
内
の
食
品
で
す
。

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
、
色
々
な
理
由
で

処
分
さ
れ
て
し
ま
う
食
品
を
、「
食
事
」
に

困
っ
て
い
る
人
や
団
体
に
届
け
る
活
動

が
、「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
で
す
。 

※ 

ド
ラ
イ
ブ
と
は
「
寄
付
」
と
い
う
意
味 

ま
だ
ま
だ
広
報
が
足
り
て
い
な
い
こ

と
も
実
感
し
て
い
ま
す
の
で
、
さ
ら
に

活
動
を
広
げ
、
私
た
ち
の
取
組
で
一
人

で
も
笑
顔
に
な
れ
る
人
が
増
え
て
く
れ

る
こ
と
を
信
じ
て
、
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ 

ブ
」
の
普
及
に
努
め
て
い
き
た 

い
と
思
い
ま
す
。 
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て
き
た
」
、
と
い
う
声
が
聞
こ
え
励
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

マ
イ
バ
ッ
ク
持
参
運
動
に
取
り
組
む
生
活
学
校 

も
う
一
つ
の
活
動
と
し
て
、
レ
ジ
袋
を

減
ら
す
「
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
」
に
力

を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
、
マ
イ
バ

ッ
グ
持
参
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の

意
識
が
定
着
し
、
さ
ら
に
マ
イ
バ
ッ
グ
持

参
が
増
え
る
よ
う
、
マ
イ
バ
ッ
グ
出
口
調

査
な
ど
の
活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

12
月
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
と
一
緒
に
歳
末
助
け
合
い

街
頭
募
金
活
動
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
心
遣
い
に
感
謝

し
な
が
ら
一
年
を
締
め
括
り
ま
す
。 

 
           

 
 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・ウ
ォ
ー
ク
で 

 

健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！ 

 

市
生
涯
学
習
講
座
の
一
つ
「
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
」
は
令
和
元
年 

 

毎
年
、「
十
五
夜
相
撲
」
を
伝
統
行
事
と

し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
は
、
残
念

な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
中
止
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
子

ど
も
会
行
事
の
「
子
ど
も
会
夏
祭
り
」
も

中
止
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
子
ど
も
会
で
「
コ
ロ
ナ
対
策

を
講
じ
た
上
で
、
何
か
楽
し
い
催
し
が
で

き
な
い
か
」
と
、
色
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
っ
て
、
十
五
夜
お
月
様
の
も
と
、「
ナ

イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
親
子
・
里
親
単
位
で
各
地
点

に
潜
ん
で
い
る
様
々 

な
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」 

を
ク
リ
ア
し
て
い
く 

と
い
う
内
容
で
す
。 

当
日
は
絵
に
描
い 

た
よ
う
な
美
し
い
満 

月
、
子
ど
も
た
ち
は
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
で
、
カ
メ
ラ
や
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
使
っ
た

映
像
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
花
火
や
ク
イ
ズ

等
、
保
護
者
考
案
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー

あ
ふ
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

次
々
に
ク
リ
ア
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

 

共
に
、
少
人
数
と
高
齢
化
の
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
会
員
一
体
と
な
っ
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
最
近
実
践

で
き
て
い
な
い
も
の
も
含
め
て
生
活
学
校

の
主
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。 

環
境
浄
化
活
動
に
取
り
組
む
生
活
学
校 

 

生
活
学
校
で
は
、
環
境
浄
化
活
動
の
一

環
と
し
て
、
Ｅ
Ｍ
菌
ボ
カ
シ
を
作
り
、
生
ゴ 

ミ
の
堆
肥
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
堆

肥
を
使
っ
た
土
で
で
き
た
野
菜
は
、
お
い

し
い
と
ボ
カ
シ
利
用
の
輪
が
広
ま
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
来
生
活
学
校
で
は
、
羽
根

田
水
産
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
を
得
て
、

Ｅ
Ｍ
活
性
液
を
毎
月
２
回
河
川
に
投
入
す

る
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
ジ

ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
と
一
緒
に
Ｅ

Ｍ
団
子
を
作
り
、
同
じ
河
川
に
投
入
す
る

交
流
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。「
河
川
が
き

れ
い
に
な
っ
た
」
、
「
臭
い
が
無
く
な
っ
て 

 

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
元
気
あ
ふ
れ
る 

 
 

 
  

地
域
社
会
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す 

 
 

グループでポイントをチェック 

度
に
開
講
し
３
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鹿
児
島
県
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ

ォ
ー
ク
連
盟
で
、
県
内
外
で
こ
の
普
及
に

尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
中
澤
誠
吉
氏
と
西
園

靖
彦
氏
を
講
師
に
迎
え
、
今
年
度
も
年
間

９
回
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。 

             

              

今
後
は
、
紅
葉
の
時
期
に
冠
岳
や
、
薩
摩

藩
英
国
留
学
生
記
念
館
周
辺
を
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
き
る
こ
と
を
、
皆
さ
ん
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。 

 

 

ポールを両手に持って歩く 

十
五
夜
「
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
」 

宝
島
子
ど
も
会
（
十
島
村
） 

 

生
活
学
校 

 

EM団子を投げ入れる 

EM団子作り 
 

講
座
は
、
ま
ず
市
屋
内
運
動
場
に
集
合

し
、
ポ
ー
ル
を
使
っ 

た
準
備
運
動
で
始 

ま
り
、
ド
ー
ム
内
を 

歩
行
練
習
し
た
後 

に
、
野
外
に
出
て
、 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽 

し
ん
で
い
ま
す
。 

野
外
の
ウ
ォ
ー
キ 

ン
グ
は
、
そ
の
日
に 

よ
っ
て
ル
ー
ト
や
距
離
を
変
え
、
大
里
川

河
口
や
神
社
、
市
の
文
化
財
で
あ
る
川
口

番
所
跡
・
御
仮
屋
跡
・
孝
子
徳
右
衛
門
の

墓
等
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
な
が
ら
史
跡
巡

り
も
で
き
て
受
講
生
の
見
識
を
広
げ
る
き

っか
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

受
講
者
か
ら
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
通

し
て
、
姿
勢
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出

自
粛
が
続
き
、
特
に
高
齢
者
の
筋
力
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
中
、
こ
の
講
座
が
※

フ
レ

イ
ル
予
防
に
少
し
で
も
役
立
っ
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

※ 

フ
レ
イ
ル
…
加
齢
に
よ
り
心
身
の
老
い
衰
え
た
状
態 

こ
の
よ
う
に
、
少
し
で
も
市
民
の
皆
さ
ん

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す

が
、
新
し
い
会
員
が
増
え
な
い
こ
と
が
一
番

の
悩
み
で
す
。
私
た
ち
の
活
動
に
理
解
を
深

め
、
一
緒
に
活
動
し
て
く
だ
さ
る
方
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

  

 

い
ち
き
串
木
野
市
で
は
、
安
全
で
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
築
く
た

め
に
、
二
つ
の
生
活
学
校
（
市
来
生
活
学
校
・
串
木
野
生
活
学
校
）
が
活
動
し
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
大
人
の
方
々
が
工
夫

を
凝
ら
し
た
「
十
五
夜
ナ

イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
」
、
宝
島

を
照
ら
す
満
月
が
子
ど

も
た
ち
を
優
し
く
見
守

っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

ミッション：花火を楽しむ 



本
教
育
事
務
所
で
は
、
地
区
内
の
文
化

財
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
と

と
も
に
、
郷
土
学
習
、
伝
統
行
事
等
へ
の
参

加
や
史
跡
調
べ
で
の
活
用
の
た
め
、
小
学

校
３
年
生
を
対
象
に
「
文
化
財
マ
ッ
プ
」（
Ａ

３
の
両
面
印
刷
３
つ
折
り
）
を
毎
年
、
作
成
・

配
布
し
て
い
ま
す
。 

「
日
置
地
区
の
文
化
財
」
は
日
置
市
と

い
ち
き
串
木
野
市
の
26
の
国
・
県
指
定
等

の
文
化
財
を
、
「
鹿
児
島
郡
地
区
の
文
化

財
」
は
三
島
村
と
十
島
村
の
15
の
国
・
県

指
定
等
の
文
化
財
を
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。
な
お
、
本
「
文
化
財
マ
ッ
プ
」
は
鹿

児
島
県
（
鹿
児
島
教
育
事
務
所
）
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
も
公
開
し
て
い
ま
す
。 

「
ワ
ク
ワ
ク
を
広 

げ
る
良
質
な
質
問
」 

を
活
用
し
て
、
子 

ど
も
の
や
る
気
を 

引
き
出
し
、
前
向 

き
に
生
き
て
い
こ 

う
と
す
る
態
度
を 

育
む
ポ
イ
ン
ト
に 

つ
い
て
、
具
体
例 

を
示
し
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
お
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

                             

親
の
役
割
、
子
育
て
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
も
生

か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

苦
中
有
楽
（
く
ち
ゅ
う
ら
く
あ
り
） 

ど
ん
な
苦
し
い
中
に
も
楽
し
み
は
見
出
せ
る
も

の
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
普
及
に
よ
り
、
よ
う
や

く
希
望
が
見
え
て
き
た
気
が
し
ま
す
。
と
は
い
え
、

ま
だ
ま
だ
気
を
緩
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。  

 

さ
て
、
今
年
度
も
社
会
教
育
関
係
の
情
報
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

事
務
局 

田
中
）   

   
 
 
 

 

 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
延
期
・
中
止
に
な
っ
た
行
事 

❖
鹿
児
島
地
域
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
及

び
文
化
行
政
担
当
者
等
研
修
会
【
中
止
】 

❖
地
区
社
会
教
育
委
員
及
び
社
会
教
育
担
当

者
等
研
修
会
【
延
期
】 

❖
地
区
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
研
修
会 

書
面
開
催
に
な
っ
た
行
事  

❖
日
置
地
区
社
会
教
育
振
興
会
総
会 

  
 

 
 

 
 

 
 

  

日
本
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
普

及
協
会
認
定
講
師
の
川
添

ま
り
子
先
生
に
「
子
ど
も
の

や
る
気
を
引
き
出
す
言
葉
か

け
～
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
を
活
用
す

る
こ
と
で
～
」
と
題
し
て
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
川
添
先
生
は
本
県
で
保

健
体
育
教
師
と
し
て

23
年

間
勤
務
さ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

文
化
財
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま
す 

「
日
置
地
区
の
文
化
財
」
「
鹿
児
島
郡
地
区
の
文
化
財
」

～

」 

 
      

 

日置地区ＰＴＡ正副会長等研修会 
やる気を引き出す言葉かけ ～ペップトーク
～ 

-- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

  

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
活
性
化
及
び
青
少
年
の
健
全
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
７
月

３
日
（
土
）、
日
置
市
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
本
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
人
数
を
制
限
し
て
実
施
し
、
地
区
内
の

各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
正
副
会
長
等
や
教
職
員
計
80

名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。 

「
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
」
と
は
、

も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
で
監
督 

や
コ
ー
チ
が
競
技
前
に
選
手
に
向
け
て
行

っ
た
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
そ
う
で
す
。 

先
生
は
「
や
る
気
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
心

理
学
で
ひ
も
解
き
、
相
手
を
励
ま
し
、
勇
気

づ
け
る
言
葉
か
け
「
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
」
と
、

相
手
の
気
付
き
や
考
え
る
力
を
引
き
出
す  

講師の川添先生 

 
講演の様子 

❖ 

と
て
も
心
に
響
く
講
演
で
し
た
。
子

ど
も
た
ち
に
要
求
ば
か
り
し
て
し
ま

い
反
省
し
ま
し
た
。
ド
リ
ー
ム
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。 

 

❖ 

言
葉
と
い
う
も
の
が
す
ご
く
大
事

だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
も
っ
と
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
に
考
え
、
子
ど
も
へ
の
声
掛
け
を

変
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

❖ 

自
分
の
子
育
て
で
、
当
た
る
こ
と
が

多
く
て
、
今
後
の
子
育
て
に
生
か
し
て

い
け
る
ヒ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
も
ら
っ

た
気
が
し
ま
す
。【
出
席
者
感
想
よ
り
】 

 

【
中
止
】 

いもこじ第４８号        日置地区社会教育振興会 

 

⑷ 令和３年８月 1 日 

 


